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兵庫県下最大の一級河川「加古川」が市の中央部を流れる都市

加古川市について

人 口：257,812人
世 帯：108,795世帯
総面積：138.48 ㎢
（2022年11月1日時点）

高御位山

伝統産業の靴下

かこがわ名物 かつめし

棋士のまち加古川和牛

鶴林寺
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◼将来の都市像：夢と希望を描き 幸せを実感できるまち 加古川

加古川市総合計画

■将来の目標人口
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◼平成28年度から毎年度実施

⚫ 市が取り組んでいる施策や今後のまちづくりの方向性について 市民の考えや感じている
ことなどについてアンケートを実施し その結果をまちづくりに反映

⚫ 毎年度、約50項目の分野について 市民が感じる満足度や重要度を調査
優先順位の判断に活用

加古川市市民意識調査

今後優先的に取り組むべき施策
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◼幸福感の程度

⚫ 設問：普段の生活の中に幸せを感じますか

⚫ 感じる やや感じると答えた方は８割以上の方が回答

⚫ 比較的若い世代では「自由な時間」や「精神的なゆとり」
30歳以上では「家計」や「家族関係」 高齢になるにつれて「健康」が重要視

市民意識調査より

令和２年度調査 令和３年度調査

84.2% 84.3% 
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“人の幸せ”には 様々なファクターが関係しているが
我々の政策や事業によってアプローチできる領域も多く存在するはず
そこをしっかりと取り組む

幸福感
我々が影響を及ぼす
ことができる領域

幸福感の向上に寄与する要素

自己実現

地位や名誉

収入、資産

家族関係

仕事内容

治安

職場環境

余暇の時間

健康状態

ボランティア
活動

子供の成長
人との繋がり

住環境
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加古川市総合計画と幸福感

広義

幸せを実感できるまち

加古川市総合計画

（幸福の増進）
⇒市として幸福の増進に寄与する政策・事業を立案

狭義

幸福のストーリー作成（仮説）

Well-Being指標決定

Ｑ：加古川市民にとって何が幸福か？
・データからの幸福の因子を探索（俯瞰）
・ワークショップによる因子の抽出 Check

ActionPlan

Do
事業実施

実施計画

Well-Being指標
による測定
（＝市民意識調査）

測定結果による仮説の検証
＋施策展開プラン

予算化

ディスカッション（Decidim）

モニタリング
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◼令和４年度市民意識調査に向けて
⚫ 機構上の部局ごとに １個以上の重点施策について幸福のストーリー図を作成

⚫ 幸福のストーリー図に記載した因子ごとに、関連するWell-Being指標を抽出

◼ストーリー図作成のポイント
⚫ 誰の幸福感を高めるのか 対象となる人を明確にすること

• その方の心がどのような状態になれば幸福だと感じるか（心の因子）

• その心の状態になるためにはどのような行動が必要か（行動の因子）

• その行動をとるためにはどのような環境が必要か（環境の因子）

• その環境を生み出すためにどのような施策・インパクトが必要か（施策・インパクト）

⚫ ストーリー図を「心の因子」から「施策・インパクト」に向けて作成

⚫ ブラッシュアップを行うため 課内での意見交換を実施

Well-Being指標の活用に向けた取組 ７



シティプロモーション事業

移住定住？
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◼市民意識調査の項目にWell-Being指標を取り入れることを検討

⚫ 各部の施策における幸福のストーリーを政策企画課職員が作成（25施策）

Well-Being指標の活用 ９



市民意識調査票

◼ Well-Being指標関連設問（抜粋）

⚫ 設問数は１０８問（７ページ分）
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今後の課題

・調査したWell-Being指標の分析手法と活用策の確立

・ Well-Being の考え方の庁内周知

・各部局における幸福のストーリー図の作成とWell-Being指標

を活用したストーリー図の検証

・さらには施策展開への活用を全部局が自分事として取り組む

ためのルール作り
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